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 [Outline and Purpose of the Course]
授業の概要
・化学・バイオ系（ライフサイエンス）の分野を中心として、研究成果である発明の抽出から特許
出願、さらには特許権取得に至るまでの特許実務について演習を交えて学習する。特に、特許調査
及び特許性の判断、実験データ等に基づく明細書（発明説明書）の作成、事例研究について具体例
を題材として特許戦略の実務について理解する。
・また、外部講師による特許戦略（外国戦略を含む）の実務・現状についての解説及びそれに基づ
く意見交換を行い、特許実務についての理解を深める。

教育・学習方法
・パワーポイント資料を中心にした講義ならびに実例を使った演習
・各自の事前学習を含む事例資料を使用したケース研究講義

 [Course Goals]
学習到達目標（このコース終了時までに習得が期待できること）
 個人学習・研究を含む演習を通じて、特許戦略の実務について理解を深め、その実務に最低限必要
な基礎知識・能力を身に付ける。

 [Course Schedule and Contents]
第1回	10月 3日　特許明細書の読み方と書き方(1)：実際の特許明細書を参照して特許明細書の読み
方と書き方を解説
第2回	10月10日　特許明細書の読み方と書き方(2)：実際の特許明細書を参照して特許明細書の読み
方と書き方を解説
第3回	10月17日　特許明細書（発明説明書）の作成（1）：模擬的な実験データ及び発明完成までの
シナリオに基づく発明の本質部分の抽出と整理
第4回	10月24日　特許明細書（発明説明書）の作成（2）：模擬的な実験データ及び発明完成までの
シナリオに基づく発明の本質部分の抽出と整理
第5回	10月31日　特許明細書（発明説明書）の作成（3）：模擬的な実験データ及び発明完成までの
シナリオに基づく発明の本質部分の抽出と整理
第6回	11月 7日　特許明細書（発明説明書）の作成（4）：模擬的な実験データ及び発明完成までの
シナリオに基づく発明の本質部分の抽出と整理
第7回	11月14日　ライフサイエンス分野における特許のポイント(1)
第8回	11月21日　特許明細書の分析(1)：特許明細書を分析し、プレゼンテーション・議論する。
第9回	11月28日　特許調査及び特許性の判断(1)：１つの特許公開公報を選び、特許調査及び特許性
の判断を行い、プレゼンテーション・議論する。
第10回	12月 5日　特許調査及び特許性の判断(２)：１つの特許公開公報を選び、特許調査及び特許
性の判断を行い、プレゼンテーション・議論する。
第11回	12月12日　ライフサイエンス分野における特許のポイント(２)
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第12回	12月19日　事例研究(1)：バイオ・化学関連の審決取消訴訟の事例を題材として、個人学習・
プレゼンテーションを踏まえて議論する。
第13回	 1月 9日　事例研究(2)：バイオ・化学関連の審決取消訴訟の事例を題材として、個人学習・
プレゼンテーションを踏まえて議論する。	
第14回　 1月16日　ライフサイエンス分野における特許戦略上の実務ポイント(2)	
第15回　 1月23日　事例研究(3)：バイオ・化学関連の審決取消訴訟の事例を題材として、個人学習
・プレゼンテーションを踏まえて議論する。

 [Class requirement]
知財必修・MPH選択
事前に履修することが推奨される科目：「特許法特論・演習（前期）」

 [Method, Point of view, and Attainment levels of Evaluation]
レポート（課題に対するプレゼンテーション）、ケース研究への参加を総合的に評価する。

 [Textbook]
必須テキスト：なし。最低限必要な資料は講義にて配布する。
推奨テキスト：・特許の知識（竹田和彦著　ダイヤモンド社） 
　　　　　　　・産業財産権標準テキスト特許編（発明協会） 
　　　　　　　・知的財産権法文集（発明協会）

 [Reference books, etc.]
  （Reference books）

 [Regarding studies out of class (preparation and review)]
特許公報、裁判例等を題材としてた課題について、授業で発表してもらうため、授業前に事例研究
を十分に行うことが必要となる。

（Others (office hour, etc.) ）
・特許実務について演習を交えて学習します。不安な方は初回に相談して下さい。
・特許に関する基礎的知識がない方は、事前に特許法特論・演習（前期）を履修して下さい。

人間健康科学系専攻学生の受講可否：可

*Please visit KULASIS to find out about office hours.




